













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 320 Auzia(HC） ０.ClodiusClodianus(同市のpat｢onus）が要・息子たちと共にPluto，
Cy｢ia，Ｃｅ｢esに祭壇奉献〔CIL9020=ILS4456；Ｌ､n.12〕
② 331-333 Karthago(AP） L・AradiusValerianusP｢oculus(proconsulAfricac)がHaterHagnaと
Attis神殿の列柱廊(?)再建〔CIL24521；Ｌ､n.13〕






⑤ 339 RcRiae(NC） Silumb｢iusDomitianus(dispuncto｢）の熱意と信奉者たち(または祭司た
ち)の協働で(operaculto｢u､)でIuno，Silvanus，ＳＯＩに祭壇奉献
〔CIL21626；Ｌ,n.3〕
⑥ 340-350 Sabratha(T） 部｢1丁参事会の決議により属州のpatronusを奉献者としてLibe「Ｐate｢の神
ｌＭＭ述.Ｌ・AemiliusCaolestinus(duovi｢，flam(〕ｎｐｅ｢petuus)が関与
〔ＩＲＩ５５；Ｌ､ｎ.９〕
① 340-350 SijbrilLha(T） lIe｢cuIesに？〔ＩＲＴ７；Ｌ､n.10〕
⑧ 364 HUSﾛｓ(AP） (Ant?)onianus(｢1.pe｢p､，Ｃｕ｢atｏｒ)が神殿llj建〔lLTun・l538B；し.n.6〕
















⑪ 36ｲｰ367 Cuicul(N） UIpiusEgnatiusFaventinus(consuli】｢ｉｓｐ.N､）がbasilicrlL｢ibunaliuln
(AIbinus建立)にVicto｢ia女神像設置〔AE,1946,108；Ｌ､ｎ.21〕
⑭ 379-383 Hadauros(Ａ１)） Fo｢Luna神殿ili連〔lLAIg，1.2103；Ｌ､n.12〕
⑮
⑯
383-388
383-392
bｅｌ
VIC｢aba(AP）
AbLhulmi(B）
神殿と列柱庇の再建．V-adius(p｢oconsulAfricae）が奉献
〔CIL23968＋23969；Ｌ､n.2〕
ccllaeCapitolii〔CILll205=928；し.n.４〕
⑰ ?(4C） Ｂｉｓｉｃａ
１，ucana(AP）
GcminiusAu｢eliusVicto｢(Ｃｕ｢ato｢，ｆ1.pe｢p､）が都市参?);会の関与と全
市民の(totuspopulus)の労働でVenus(?)神殿1V速〔C1Ll2285；Ｌ､n.5〕
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〃
ア
フ
リ
カ
の
〃
異
教
の
状
況
を
語
る
屯
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
属
州
総
督
の
こ
の
よ
う
な
公
然
た
る
〃
違
法
川
行
為
に
、
現
地
の
異
教
徒
た
ち
が
大
い
に
意
を
強
く
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
（皿）
は
想
像
に
難
く
な
い
。
⑬
の
ウ
ル
ピ
ゥ
ス
・
エ
グ
ナ
テ
ィ
ゥ
ス
。
フ
ァ
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
も
ま
た
、
密
儀
宗
教
に
熱
心
な
異
教
徒
で
あ
つ
（旧）
た。属
州
総
督
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
な
い
も
の
で
は
、
こ
れ
ら
の
修復・奉献等の担い手は都市の。ハトローヌスであったり、
２
『
呉
日
や
言
・
ぐ
胃
と
い
っ
た
都
市
の
行
政
役
で
、
多
く
の
場
合
色四日①ロロ①Ｂ①亘巨の（皇帝礼拝終身祭司）も兼ねているよ
う
な
、
都
市
参
事
会
員
層
の
中
で
も
最
上
層
の
者
が
多
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
碑
文
が
公
共空間に関わるものであり、そのような
場
所
で
の
ニ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
テ
イ
ズ
ム
の
担
い
手
の
問
題
を
考
え
れ
（ｕ）
ぱ、やむを陰えないところであろう。ただ、⑥と⑰が都市参
事会を挙げての関与を伝えている点、さらに⑰ではこの神
殿
再
建
へ
の
労
働
奉
仕
が
ム
ネ
ラ
と
し
て
市
民
に
課
さ
れ
て
い
た
ら
（胆）
し
い
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
ま
た
、
⑤
は
都
市
名
に
も
都
市
参
事
会
（肥）
にも一一一一口及がなく、信奉者たちの協働（・己①日２房・２日）を
伝
え
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
私
的
な
宗
教
感
情
に
基
づ
く
行
為
と
い
う意味合いが強いように思える。
なお、帝国の対異教政策が硬化していく時期の神殿関連
法
政
史
学
第
四
十
四
号
碑
文
で
あ
る
⑭
と
⑯
に
つ
い
て
だ
が
、
ヒ
ヘ
リ
ー
は
⑭
で
は
「
様
汽
な
販
売
用
商
品
が
集
積
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
神
殿
」
の
再
（Ⅳ）
建て配あることに注目、また⑯は欠損が多い碑文であるが、
それを「ウァレンティニアヌス｜｜世・テオドシウス・アル
ヵディウスの勅令とカルタゴの一の彊冨印の介入により、
公
式
に
集
会
の
認
可
を
得
て
い
る
コ
レ
ギ
ア
が
、
カ
ピ
ト
リ
ウ
ム
神
殿の一一一神室を自らの集会場所として使用する権利を得た。
そ
れ
ら
の
場
所
は
神
殿
の
廃
用
の
結
果
あ
い
て
い
た
の
で
」
と
い
う
（旧）
趣』日だと解釈して、両者ともに神殿の世俗用途への転化、
（旧）
すなわち異教の退潮を一示すものと説明する。しかし、異教
神
殿
が
社
会
の
中
で
果
た
し
て
い
た
聖
俗
一
体
と
な
っ
た
諸
機
能
や
、
コ
レ
ギ
ウ
ム
の
中
に
は
異
教
の
特
定
の
神
と
深
い
結
び
つ
き
を
（卯）
有するものもあったこと等を考陰えると、世俗用途への転化
Ⅱ異教の衰退と一概に決めつけてしまうのは、キリスト教
的理解あるいは今日的理解にすぎるように思える。
ところで、この表に「背教者」ユリァヌスの治世中のも
のが無いことは意外かもしれない。しかし、考古史料には
常に残存の偶然性という問題がついて回る。「一リアヌス治
下に「諸々の偶像の神殿が開かれるよう命じたのと同じ声
によって、汝等に自由が返された」ことを恥じよとドナテ
ィ
ス
ト
側
を
難
詰
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
の
記
述
■■■■■■■■、
一
四
Hosei University Repository
臆鐘鑿箪葵雪W:源』しⅦ夢麺歸鋤紳働一再鴎醗酵Ｇ鄙
戸１－、帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
;４
”
図ⅡカルタゴのKh6roddine地区出土の床モザイク
(K・MDDunbabin，WtelVosqicsoノノ?oM7t1VoγｔｈＡｆγicu，Ｐｌａｔｅｓ３６;37）
Hosei University Repository
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史
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四
十
四
号
;};i繍蝋雛!】蝋R鍵i鬘j鰯L･■■茸
／、
図mPiazzaArmGrina(Room２３)の小狩猟モザイク
(全休図はDunbabimP1atel98より．部分細部は
ＰｍｚｚｑＡγwTeγi、:th2Hosuics，Palermo，1989．より）
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（皿）
や
、
宗
教
的
に
は
中
立
の
立
場
を
と
り
異
教
に
ｊ
も
寛
容
で
あ
っ
た
ゥ
（犯）
ア
レ
ン
テ
ィ
ニ
ァ
ヌ
ス
一
世
が
、
三
七
○
年
に
ア
フ
リ
カ
総
督
に
宛
て
た
「
神
と
な
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
（
二
世
）
の
晩
年
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
同
帝
の
裁
定
は
、
有
効
た
る
べ
し
。
而
し
て
、
至
聖
な
る
法
に
反
し
て
或
る
種
の
堕
落
に
よ
っ
て
異
教
徒
た
ち
の
心
が
煽
ら
れ
た
時
期
に
決
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
為
さ
れ
た
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
も
の
と
の
比
較
に
お
い
て
も
効
力
を
有
す
る
こ
と
は
（羽）
無
い
」
と
い
う
法
令
を
見
れ
ば
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
治
下
の
状
況
は
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
ヌ
ミ
デ
ィ
ァ
の
カ
サ
ェ
出
土
の
碑
文
に見られる「自由とローマ宗教の復興者（円のの三三・局臣’
三娼一：耳。日自四の『の］垣。己の）」というユリァヌスヘの
献
辞
や
、
テ
ィ
ビ
リ
ス
の
都
市
参
事
会
が
自
発
的
に
奉
献
し
た
と
思
われるユリァヌス像に刻まれた「祭儀の復興者（『①の二三目
（坊）
の囚の【・［巨日）」という賛辞も、これらの都市における異教
の根強さを窺わせる。
（
２
）
床
モ
ザ
イ
ク
次
に
、
私
的
空
間
に
目
を
転
じ
て
ド
ム
ス
の
床
モ
ザ
イ
ク
を
見
て
承
よ
う
。
図
Ⅱ
は
ロ
ー
マ
ン
Ⅱ
ア
フ
リ
カ
出
土
の
床
モ
ザ
イ
ク
に
関
（妬）
す
る
ダ
ン
バ
バ
ン
の
研
究
書
か
ら
採
っ
た
Ｊ
も
の
で
あ
る
Ｃ
筆
者
の
図
像
学
的
知
識
は
極
め
て
乏
し
い
の
だ
が
、
ラ
バ
ン
と
い
う
研
空
者
は
縁
の
装
飾
文
様
か
ら
、
こ
の
モ
ザ
イ
ク
を
五
世
紀
の
第
ロ
ー
マ
帝
国
の
「
キ
リ
ス
ト
教
化
」
を
め
ぐ
っ
て
（
後
藤
）
一
・
四
半
世
紀
に
年
代
づ
け
て
い
る
と
い
う
。
ダ
ン
バ
バ
ン
自
身
も、ェ」ザィク画の様式から一一一一口って四世紀最後の数十年より
（”）
一別ではあり得ないとしている。そして、狩猟シーンの細部
は他の狩猟モザイクにも共通するモチーフから成っている
が、全体の構図が特異であることに注目する。つまり、全
て
が
中
央
の
大
き
な
ア
ポ
ロ
と
デ
イ
ア
ナ
、
そ
し
て
ツ
ル
の
供
犠
に
従
属
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
図
Ⅲ
の
有
名
な
ピ
ア
ッ
ッ
ァ
・アルメリーナの床モザイクと比べて見ると、構図の特異
性
が
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
も
確
か
に
デ
イ
ア
ナ
に
香
を
焚
く
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
狩
猟
に
際
し
行
な
わ
れ
る
行
為
の
一
コ
マ
で
、
中
央
を
占
め
る
の
は
、
捕
っ
た
獲
物
に
舌
鼓
を打つ人間たちだ。ダンババンはカルタゴ出土のこのモザ
イ
ク
に
は
、
現
実
に
行
な
う
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
偶
像
崇
拝
・
供
犠
行為の代替機能を果たさせるという、はっきりした宗教的
（犯）
目
的
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
推
測
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
も
のであるし、また、モザイクには常に年代決定の危うさが
ついて回ること、さらに、四～五世紀の図像表現にはなお
異教的モチーフが多く見られるとは言え、そこに注文主の
宗教的感情との深い関連を見るのは危険であることは、つ
（”）
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
カ
ル
タ
ゴ
の
床
モ
ザ
イ
ク
に
二
七
Hosei University Repository
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号
ﾄﾞｾﾞﾋﾞ５４露
図IVBullaRcgia出土の床モザイク銘文（図Ｖとも
11.11anoune論文（誠30〕より．左見取り図はHistoiγｅ
ｄｅＬｕＤｉＣｊ)γipde，Ｔ・I，Paris，1985,Ｐ､322より）
図VCirta出土の床モザイクと銘文
（CIL，VIIL7922）
ついては門外漢の筆者の目にもかなり特異な構図と映り、
少なくとも注文主による積極的な図柄の指示を、従ってそ
の異教信奉を物語っていると解してよいように思われる。
ところで、図像にどこまで注文主の心情を読糸こむかに
は問題が残るにしても、モザイク中に独特の銘文がある場
合には、注文主の関与が考えられる。そのような例を一一つ（弧）
紹介しているのが、ハヌーンのシンポジウム報生ロである。
図Ⅳのブルラ。レギア出土の床モザイクは、一九八七年
にローマで開かれたシンポジウムでハヌーンが発掘チーム
の一員として初めて紹介したものであり、左の見取り図の
上側にあるＥのトリクリニウムの入口に面し、。へリステュ
リウム西側のポルティコの床の、中庭の泉水前の位置に朕
めこまれていたものだそうで、トリクリニウムやポルティ
コの床下からコンスタンティウスニ世、およびグラティァ
ヌスかウァレンティーーアヌスニ世のものと思われる貨幣が（皿）
発見されていることから、四世紀末のものと老購えられる。
回三Ｍ回邑局日℃日」旧圓」■ご淫旧寓配国というギリシア語
碑文の意味は、最後の二つのエータはエプシロンの誤記と
して、「汝自身に希望を持て」ということになる。ハヌー
ンはこの思想の中に古典、とりわけ、セネヵ、ニピクテト
ス、キケロ等を引きながら、自己への回帰や希望を自己に
八
Hosei University Repository
（犯）
置
く
が
ゆ
え
の
賢
者
の
不
動
性
を
説
く
ス
ト
ア
派
の
伝
統
を
見
、
士
｛
た
四
～
五
世
紀
の
北
ア
フ
リ
カ
の
碑
文
に
多
く
見
ら
れ
る
「
神
に
希
望を（のロ①のごロ①。）」「キリストに希望を（ので①のごＣ声’
己のご）」との対比から、この句にキリスト教に対する自発
（羽）
的
な
挑
戦
を
読
永
取
る
。
こ
の
銘
文
に
関
す
る
ハ
ヌ
ー
ン
の
立
奎
卵
は
、
筆
者
に
は
か
な
り
説
得
的
と
思
わ
れ
る
。
ハ
ヌ
ー
ン
が
取
り
上
げ
た
も
う
一
つ
の
事
例
は
キ
ル
ク
出
土
の
床
モ
ザ
イ
ク
中
の
銘
文
で
あ
る
が
（
図
Ｖ
）
、
こ
れ
は
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
ｊ
も
の
で
Ｃ
Ｉ
Ｌ
八
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
年
代
に
つ
（鋤）
い
て
は
帝
政
後
期
と
い
う
以
上
に
は
わ
か
《
ｂ
な
い
。
直
訳
す
れ
ば
「
正
し
き
者
は
己
れ
に
と
っ
て
法
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
こ
の
銘
文
（
二
ｍ
目
「
の
四
四
Ｐ
両
〆
向
の
目
）
は
、
従
来
、
ひ
と
つ
に
は
床
モ
ザ
イ
ク
が
あ
っ
た
建
築
遺
構
が
礼
拝
堂
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
とから、そして何よりもこれが「ローマの信徒への手紙」
二・一一一一～一四、すなわち「律法を聞く者が神の前で正し
い
（
旨
昌
）
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
実
行
す
る
者
が
義
と
さ
れ
る
（
旨
の
三
一
ｓ
冨
昌
員
）
か
ら
で
す
。
た
と
え
律
法
を
持
た
な
い
異
邦
人
も
、
律
法
の
命
じ
る
と
こ
ろ
を
自
然
に
行
え
ば
、
律
法
を
持
た
なくと』も、自分自身が律法なのです（どの一の一三の冒二①×）
〔新共同訳〕」からの引用と思われることから、キリスト教
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
ハ
ヌ
ー
ン
は
、
問
題
の
建
築
遺
構
ローマ帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
に
つ
い
て
は
実
際
に
は
何
も
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
の
銘
文
が
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
キ
リ
ス
ト
教
建
築
と
判
断
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
、
第
一
の
根
拠
を
退
け
る
。
そ
し
て
第
二
の
根
拠
に
つ
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
「
義
」
は
神
の
法
の遵守に由来するものであり、彼らに一一一一口いうるのは「旨の三ｍ
の〆匝』①ぐご岸Ⅱ義人はその信仰によって生きる〔ハブク
ク
書
二
・
四
〕
」
と
い
う
こ
と
の
糸
で
あ
っ
た
は
ず
と
し
て
、
こ
の
句
の
キ
リ
ス
ト
教
的
性
格
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
曰
く
の
と
は
こ
の
建
築
物
の
所
有
者
の
名
前
で
あ
っ
た
可
能
性
、
さ
ら
に
「
己
れ
に
と
っ
て
法
で
あ
る
」
と
い
う
句
の
背
景
に
賢
者
に
お
け
る
意
志
の
自
律
性
を
説
く
ス
ト
ア
派
的
思
考
を
見
て
、
こ
の
銘
文
全
体
が
二
ｍ
目
『
の
と
い
う
語
に
ひ
っ
か
け
て
の
機
知
に
富
ん
だ
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
挑
発
の
意
図
す
ら
窺
え
る
言
葉
遊
び
で
あ
っ
た
可
能
性
を
（羽）
主張する。
筆
者
に
は
、
こ
の
銘
文
に
つ
い
て
の
彼
の
議
論
は
、
余
り
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
関
す
る
今
日
的
レ
ベ
ル
で
の
理
解
に
依
拠
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
こ
の
銘
文
の
キ
リ
ス
ト
教
的
性
格
を
一
概
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
彼
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
も
の
と
糸
な
さ
れ
て
き
た
考
古
史
料
を
見
直
し
て
み
る
と
いう姿勢は、重要だと考える。ある建築遺構を教会なら教
会
と
承
な
す
根
拠
は
何
な
の
か
。
地
方
文
化
の
独
自
性
・
伝
統
な
ど
一一
一
九
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も
考
え
て
、
考
古
史
料
の
解
釈
基
準
を
再
点
検
す
る
こ
と
は
や
は
り
（妬）
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
３
）
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
信
仰
と
こ
ろ
で
、
公
共
建
築
は
も
と
よ
り
、
ド
ム
ス
の
床
モ
ザ
イ
ク
に
せ
よ
、
都
市
有
産
層
に
お
け
る
異
教
の
根
強
さ
を
物
語
る
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
も
出
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
土
着
宗
教
の
ロ
ー
マ
化
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
信
仰
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
まず、一一一二一一一年にサトゥルヌス神官によってこの神に奉
（汀）
献
さ
れ
た
石
柱
が
、
一
九
六
五
年
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
二
一
年
に
ビ
ュ
ザ
ヶ
ナ
総
督
を
勤
め
た
人
物
の
ロ
ー
マ
市
の
邸
宅
跡
か
ら
、
ザ
マ
。
レ
ギ
ァ
の
。
ハ
ト
ロ
ー
ヌ
ス
た
ち
の
名
を
連
署
し
た
碑
文
が
出
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神
官
の
称
号
を
持
つ
（羽）
た人物が見出される。
さ
ら
に
一
九
六
○
年
代
に
公
刊
さ
れ
た
ル
グ
レ
イ
の
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
（羽）
ス
信
仰
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
は
、
カ
ル
タ
ゴ
近
郊
の
ブ
ー
・
ク
ル
ネ
イ
ン
に
あ
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
・
ベ
ル
カ
ラ
ネ
ン
シ
ス
神
殿
で
一
九
世
紀
末
に
行
な
わ
れ
た
調
査
を
紹
介
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
神
殿
の
大
理
石
の
石
柱
は
全
て
組
織
的
破
壊
を
受
け
、
一
方
で
地
表
近
く
に
埋
ま
っ
た
ウ
ァ
レ
ン
ス
や
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
と
い
っ
た
皇
帝
の
貨
幣
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
殿
法
政
史
学
第
四
十
四
号
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
破
壊
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
ま
で
は
奉
納
さ
れ
た
ラ
ン
プ
群
か
ら
推
し
て
四
世
紀
を
通
じ
て
足
繁
く
参
（側）
拝
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ル
グ
レ
イ
は
さ
ら
に
、
新
規
の
神
殿
建
立
や
修
復
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
自
画
ロ
ワ
冒
す
○
三
回
旨
の
や
目豈弓冒已日、目冨『①、（①などの既存の神殿には、四世紀
を
通
じ
て
な
お
多
く
の
信
徒
が
訪
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
を
（ｕ）
｜不している。
ま
た
、
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
祭
儀
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
ド
ナ
テ
ィ
ス
ト
中
の
キ
ル
ク
ム
ヶ
リ
オ
ー
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
人
女
の
異
教
祭
儀
襲
撃
に
つ
い
て
、
「
偶
像
崇
拝
が
い
ま
だ
に
存
在
し
て
い
た
時
、
彼
ら
は
最
も
人
が
集
ま
る
異
教
祭
儀
に
大
挙
し
て
襲
来
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
偶
像
を
打
ち
壊
す
た
め
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
が
偶
像
崇
拝
者
た
ち
に
殺
さ
れ
る
た
め
に
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
も
し
彼
ら
が
正
当
な
る
権
力
を
受
け
入
れ
た
上
で
か
か
る
事
を
な
さ
ん
と
欲
し
た
な
ら
ば
、
そ
し
て
何
事
か
が
彼
ら
の
身
に
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
殉
教
者
の
名
の
な
に
が
し
か
の
見
せ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
、
偶
像
は
無
傷
の
ま
ま
彼
ら
自
身
が
殺
さ
れ
る
た
め
に
だ
け
、
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
極
め
て
頑
健
な
若
き
偶
像
崇
拝
者
た
ち
は
、
自
分
が
殺
し
得
た
限
り
の
者
を
そ
れ
ら
偶
像
に
捧
げ
る
の
を
慣
わ
し
と
（⑫）
し
て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
伝
陰
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
考
察
し
○
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さて、ブー・クルネインのサトゥルヌス神殿の破壊が四
世紀末から五世紀初頭にかけての頃と推定されていること
は、帝国の宗教政策とも関連する。周知のように、テオド
シゥス｜世の治世になって帝国の宗教政策は硬化し、三九
（“）
二年には異教の全面的禁止にいたった。カルタゴでは、テ
オドシゥスの死後ホノリウスの治世になった三九九年一一一
月、コメス（アフリカ軍総司令官）であるガウデンティウ
（妬）
スとヨゥィゥスによる神殿閉鎖と偶像の破壊が起こる。’二
九○年にマダウロスの異教徒マクンムスに宛てたアウグス
テ
ィ
ヌ
ス
の
書
簡
は
、
「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
方
は
公
然
と
神
々
を
崇拝するのに、私どもはより秘やかな集会場所を使うとい
う理由で、あなた方の祭儀を我々の宗教より優位に置くべ
きだと仰る」が、そのような公共の場所での祝祭に言及す
る
の
は
、
た
だ
「
貴
市
の
参
事
会
員
や
第
一
人
者
た
ち
が
、
市
中
の
た
し
ペ
リ
ー
が
、
異
教
側
が
自
分
た
ち
が
殺
し
た
者
を
全
て
偶
像
に
捧
げ
た
と
い
う
点
に
、
人
身
供
犠
を
要
求
す
る
厳
格
な
神
で
あ
っ
た
バ
ー
ル
す
な
わ
ち
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
ヘ
の
信
仰
の
名
残
を
見
て
い
る
こ
（“）
とも興味深い。
二
帝
国
の
宗
教
政
策
と
異
教
側
の
対
応
ｌ
法
典
史
料
と
キ
リ
ス
ト
教
側
史
料
か
ら
Ｉ
ローマ帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
通りで浮かれ騒ぎ熱狂している様を、我々に鏡を見るかの
（妬）
加くに眼前に思い浮かばせんがため」だと述べ、マダウロ
スにおける都市をあげての異教的伝統の強さを示している
が、三九九年以後に同市のキリスト教徒たちに宛てた書簡
では、そのマダウロスでも「諸々の偶像の神殿が、あるも
のは修復されることなく荒廃し、あるものは破壊され、あ
るものは閉鎖され、あるものは他の用途に転用され、偶像
自体も粉砕されたり焼かれたり、封じ込められたり破壊さ
（灯）
れ
た
り
」
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
実際、帝国役人による実力行使は熱心なキリスト教徒を
熱狂させ、彼らをして神殿や偶像の物理的破壊へ向かわせ
ることもあっただろう。’一一九九年にアウグスティヌスがシ
ュフェテスの支配層に宛てた書簡は、同市で起きたそのよ
うな事件、つまりキリスト教徒によるへルクレス像の破壊
を伝えている。と同時に、それに怒った異教徒たちが六○
名のキリスト教徒を殺害したのに、「誰かがより多くの人
間を殺したならば、その者は賞賛を享受し、あなた方の参
事会で高い地位を保持することになった」と激しく抗議し
（妃）
て、参事会は異教側であったことをも一示している。先に見
たカルタゴ近郊のサトゥルヌス神殿破壊もこの頃のことと
推
測
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
＝＝
－
－
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供
犠
や
迷
信
を
伴
わ
ぬ
限
り
は
父
祖
伝
来
の
娯
楽
や
饗
宴
を
許
可
（⑲）
す
る
と
い
う
三
九
九
年
八
月
の
ア
フ
リ
カ
総
督
宛
の
法
、
同
日
に
出
さ
れ
た
同
じ
く
ア
フ
リ
カ
総
督
宛
の
、
不
法
な
も
の
が
存
在
し
な
い
（卯）
神
殿
は
破
壊
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
る
法
は
、
そ
の
よ
う
な
不
穏
な
事
態
を
憂
慮
し
て
の
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
後
者
の
法
が
同
時
に
、
異
教
が
な
お
根
強
い
こ
と
を
認
め
、
供
犠
行
為
に
対
す
る
処
罰
と
偶
像
撤
去
と
い
う
原
則
を
再
確
認
し
て
い
る
点
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
四
○
一
年
六
月
に
カ
ル
タ
ゴ
に
集
っ
た
司
教
た
ち
は
、
「
沿
岸
地
方
の
多
く
の
場
所
で
、
ま
た
様
々
な
所
領
で
、
か
の
過
ち
の
不
正
義
〔
異
教
〕
は
今
な
お
栄
え
て
い
る
の
で
、
全
ア
フ
リ
カ
で
残
っ
て
い
る
偶
像
の
完
全
破
壊
を
お
命
じ
下
さ
る
よ
う
、
ま
た
、
偶
像
自
体
の
破
壊
と
同
時
に
そ
れ
ら
の
神
殿
も
、
田
野
部
や
僻
地
に
何
の
装
飾
し
な
く
建
っ
て
い
る
も
の
で
も
、
完
全
に
破
壊
さ
る
べ
き
こ
と
を
お
命
じ
下
さ
る
よ
う
、
敬
神
の
念
厚
き
皇
帝
が
た
に
改
め
て
火
急
に
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
、
「
偶
像
の
承
な
ら
ず
、
い
か
な
る
場
所
・
木
立
・
木
々
で
あ
れ
、
偶
像
崇
拝
の
残
津
は
完
全
に
破
壊
さ
る
べ
き
こ
と
を
皇
帝
が
た
に
請
願
す
る
（皿）
こ
と
を
再
び
決
し
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
○
七
年
に
は
、
神
殿
に
今
な
お
偶
像
が
残
っ
て
い
て
、
異
教
徒
の
崇
拝
を
受
け
て
い
た
か
現
在
も
受
け
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
ら
は
台
座
か
ら
撤
去
さ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
法
が
イ
タ
リ
ア
・
ア
フ
リ
カ
法
政
史
学
第
四
十
四
号
一一一一一
（犯）
長官宛に出』され、アウグスティヌスはその法に刀もかかわら
ず
カ
ラ
マ
で
異
教
の
祭
儀
が
行
な
わ
れ
、
異
教
徒
が
教
会
を
襲
撃
し
、
キ
リ
ス
ト
教
側
に
一
人
の
死
者
が
出
た
こ
と
を
伝
え
、
市
当
局
（兇）
が事態を放置したこ、とに憤激している。
カルタゴにおいて刀も、異教の勢力にはなお侮り難い●もの
があった。同市のカエレスティス神殿をめぐって起、きたキ
リスト教徒と異教徒の対立について、クォ｜ドウルトデウス
が興味深い日［撃証一一一一口を残してくれている。いざ』さか長くな
る
が
、
以
下
に
訳
出
し
て
お
こ
う
。
「
ア
フ
リ
カ
で
は
カ
ル
タ
ゴ
に
、
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
ー
ー
ー
ー
人
々
は
そう一一一一口っていたのだが‐‐１－‐の、極めて広大で、その下にあ
る
全
て
の
神
々
の
桐
に
守
ら
れ
、
床
モ
ザ
イ
ク
と
高
価
な
円
柱
や
壁
で飾られた殆ど一一千。ハッスムにｊも及ぶ中庭を備えた神殿が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
神
殿
が
か
な
り
長
く
閉
鎖
さ
れ
、
打
ち
捨
て
られていたために刺の多い薮に覆い尽くされてしまい、キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
そ
れ
を
真
の
敬
神
の
用
途
に
充
て
た
い
と
望
ん
だ時、異教徒たちは、そこには神殿を守るためにドラゴン
と毒蛇がいるぞと激しく叫び続けた。キリスト教徒たちは
か
え
っ
て
一
層
の
熱
意
に
燃
え
、
た
や
す
く
無
事
に
全
て
を
取
り
払
った。それは、彼らの真に天の（８の｝①の房）王であり支配
者
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
御
方
に
聖
所
を
捧
げ
る
時
の
よ
う
な
た
や
す
さ
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で
あ
っ
た
。
実
際
、
復
活
祭
の
祝
い
が
厳
か
に
行
な
わ
れ
た
時
、
溢
れ
る
好
奇
心
に
促
さ
れ
て
四
方
か
ら
や
っ
て
来
た
群
衆
が
そ
こ
に
集
ま
っ
た
の
だ
が
、
多
く
の
聖
職
者
の
父
で
あ
り
記
憶
さ
れ
る
に
相
応
し
い
、
既
に
天
の
国
の
市
民
に
な
ら
れ
た
司
教
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
が
、
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
の
場
所
で
あ
っ
た
そ
こ
に
椅
子
を
置
き
、
座
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
私
自
身
そ
の
時
そ
の
場
に
友
人
仲
間
と
共
に
居
合
わ
せ
た
の
だ
が
、
若
者
特
有
の
こ
ら
え
性
の
な
さ
で
周
囲
を
見
回
し
、
好
奇
心
に
満
ち
て
一
つ
一
つ
の
も
の
を
壮
大
さ
ゆ
え
に
検
分
し
て
い
た
時
、
あ
る
驚
く
べ
き
信
じ
難
い
も
の
が
私
た
ち
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
神
殿
の
正
面
に
、
非
常
に
大
き
な
青
銅
の
文
字
で
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
ボ
ン
テ
ィ
フ
ェ
ク
ス
で
あ
る
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
が
奉
献
し
た
」
と
。
こ
れ
を
読
ん
だ
人
々
は
、
予
言
の
霊
に
よ
っ
て
当
時
な
さ
れ
た
業
ｌ
神
の
予
知
の
御
力
が
正
し
く
こ
の
目
的
に
限
定
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
の
業
ｌ
に
驚
嘆
し
た
．
そ
し
て
、
あ
る
異
教
徒
に
よ
り
、
参
道
も
諸
神
殿
も
古
の
祭
儀
に
返
さ
れ
る
よ
う
にという偽りの子一一一一口が、他ならぬカエレスティスの予言で
あ
る
か
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
た
曉
か
の
真
の
神
Ｉ
そ
の
予
言
は
偽
る
こ
と
も
欺
く
こ
と
も
御
存
知
な
い
の
だ
が
ｌ
は
、
コ
ン
ス
褒
ン
テ
靴
ウ
ス
と
ア
ゥ
グ
ス
？
プ
ラ
キ
デ
１
ァ
の
御
世
に
ｌ
御
二
人
の
皇
子
で
慈
悲
深
き
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ニ
〔
三
世
〕
が
今
の
皇
帝
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
ｌ
ト
リ
ブ
ス
ス
ローマ帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
で
あ
る
ウ
ル
ス
ス
の
熱
心
な
遂
行
に
よ
り
、
か
の
諸
神
殿
全
て
を
完
全
に
倒
壊
せ
し
め
、
明
ら
か
に
死
者
た
ち
を
葬
る
た
め
の
土
地
だ
け
を
残
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
参
道
自
体
は
今
や
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
の
手
が
（則）
破壊して、思い出すら残っていない。」
す
な
わ
ち
、
恐
ら
く
三
九
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
カ
エ
レ
ス
テ
ィ
ス
神
殿
が
、
「
か
な
り
長
い
間
」
閉
じ
ら
れ
て
い
た
の
ち
、
異
教
徒
側
の抵抗にもかかわらずキリスト教会に転用されたが、異教
徒側の抗議がやまず、市当局は結局、四二一年頃にこの神
殿
を
破
壊
し
て
墓
地
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
神
殿
の
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
転
用
は
、
従
来
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
一
六
・
一
○
・
一
九
の
法
が
出
さ
れ
た
結
果
、
す
な
わ
ち
四
○
七
か
四
○
八
年
頃
と
（弱）
老』えられてきたが、筆者は今のところ、この事件はむしろ
四
一
五
年
に
出
さ
れ
た
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
一
六
・
’
○
・
二
○
の
法
の
原
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の法は単なる一般的な異教禁令の繰り返しではなく、特殊
アフリカ的状況を反映したもの、すなわち、この時点でな
おアフリカ全土で根強く信奉されていたキュベレ祭儀の弾
圧
を
図
っ
た
し
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
実
は
こ
の
法
は
か
な
り
長
文
で
、
ま
た
こ
の
他
に
用
例
が
な
い
語
が
幾
つ
か
あ
ったりして、かなり厄介な問題を孕んでいる。紙幅の都合
もあり、この法の内容と背景については別稿で考察するこ
－
－
－
－
￣
￣￣
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結
び
に
か
え
て
本稿では四～五世紀のローマンⅡアフリカにおける異教
の状況を見てきたわけだが、ここで取り上げた史料はもち
ろん網羅的なものではない。しかし、以上の概観からも、
四～五世紀のローマンⅡアフリカにおける異教の残存は、
決
し
て
「
消
え
ゆ
く
も
の
の
残
棒
」
二
部
貴
族
層
の
反
動
」
で
済
ませてよいものではないと言えるだろう。だからといって
筆者は、キリスト教の浸透度・インパクトについて、バー
ンズ言うところの〃否定〃的に見ようというのではない。
ただ、本稿で行なったような検証を積承重ねなければ、当
時、皇帝の宗教となり、急激に「改宗」者を増大させてい
く
キ
リ
ス
ト
教
が
直
面
し
て
い
た
状
況
も
、
正
し
く
理
解
で
き
な
い
のではないかと考える。
異教の根強い残存自体は、すでにジョーンズ以来指摘さ
（師）
れているところではある。しかし、そのジョーンズの論考
が収録されている論文集の表題『四世紀における異教とキ
リ
ス
ト
教
の
闘
争
』
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ロ
ー
マ
帝
国
の
「キリスト教化」の問題は、二つの既に確立した枠組を持
ったものの間の「衝突」「闘争」「対立」と把えられ、｜方
法
政
史
学
第
四
十
四
号
とにしたい。
が「勝利」し他方が「敗北」するという、二項対立的な見
方で語られがちであった。その中では、異教の残存も「敗
れ去り、消えゆくものの残淳」で済まされてしまう。
マクマレンの問題提起は、二～四世紀のキリスト教が置
かれていた状況を明らかにし、異教世界と接触し、さらに
は異教をひきずったままの大量の「改宗」者を抱え込む中
て、キリスト教が種々の異教的要素をあるいは取り込ゑ、
あるいは排斥し、あるいは放置しつつ、自己を再定義し自
己完成していくプロセスを考えるべきだということだる
（師）
う
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
そ
の
研
究
の
出
発
点
と
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
（兇）
もまた、上述のような二項対立的な見方はしていない。むし
ろ、二○○年頃から八○○年頃までという長いタィムスパ
ンを持たせて「古代末期世界」概念を再提起して、いわゆ
る「古典古代世界」から「古代末期世界」への社会的・文
化的変容を精力的に解明しようとする彼の問題提起は、筆
者にはマクマレンのそれと表裏一体を成すものに思われ
る。ローマ帝国の「キリスト教化」をめぐる近年の研究動
向を、この両者を双壁として〃評価派〃と〃否定派〃とに
分類することは、それ自体、旧来の一一項対立的思考枠を脱
しきれていないことを示しているようで、筆者としては最
初に述べたように疑問を禁じ得ない。
四
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註（１）松本宣郎「古代末期のローマ帝国とキリスト教ｌラ
ス
二
テ
ィ
ー
か
ら
ラ
ス
３
－
了
鍬
ウ
ス
ニ
世
へ
ｌ
」
〔
佐
藤伊久男・松本宣郎編『歴史における宗教と国家ｌロ‐
「世界からヨーロッパ世界へｌ』（南窓社、一九九○）
所収〕。
（２）最近の論稿（目・ロ・国四『己のの》自用①｝行】目四目の。□①口
日（ずのシ、の。【目底のｏ９Ｃｍ旨の》ご旨叩⑦『負目》、＆（（（２ミミ
ロ図（『Ｒ向困こめ：邑黛困冒『ヨＰのこ・すご因．シ・言の『ロの一一》
Ｃ四｝恩旦》】①ｇ）にもその傾向は窺える。彼はコンスタン
ティヌス大帝とその時代についての研究を通じて、ローマ
帝国のキリスト教化の時期は一九世紀末以来多くの研究者
が
考
え
て
き
た
よ
り
も
早
く
、
四
世
紀
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
化
の
程度もより徹底したものであったとの確信を得たと述べ、
四
世
紀
末
の
状
況
に
も
こ
の
確
信
と
矛
盾
す
る
点
は
殆
ど
、
あ
る
い
は全く無かったことを証明することを論稿の目的として設
定する（己．］詔）。なお、この論稿は現日本大学講師Ｚ昌
三ｅ百口氏の御好意で目にすることができた。記して謝
意を表したい。
（
３
）
「
異
教
」
と
い
う
語
が
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
「
非
キ
リ
ス
ト
教
」
と
す
れ
ば
ユ
ダヤ教も入ってしまうし、「伝統宗教」という言葉も、ロー
マの宗教と帝国各地の土着宗教との混靖や東方宗教の混入
の
問
題
等
を
考
え
る
と
使
い
に
く
い
。
結
局
ご
網
四
三
の
日
に
相
当
ローマ帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
す
る
日
本
語
の
適
語
を
思
い
つ
か
な
い
の
で
、
以
後
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
括
弧
は
つ
げ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
括
弧
つ
き
の
気
持
ち
で
この語を使用する。
（４）二・国．Ｃ・可『の】】９．局ＤＣミミミＣ『ミニ〉。×｛・ａ》
」①、四。
（５）》亘ｑ・》Ｓｍ・国【体く［そのような状況にドナティズム
紛争の背景を見て、ドナティズムⅡ土着的農民型運動とす
る
フ
レ
ン
ド
の
ド
ナ
テ
ィ
ズ
ム
観
と
そ
れ
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
拙稿「キリスト教ローマ帝国における宗教闘争」〔弓削達・
伊
藤
貞
夫
編
『
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
ー
古
典
古
代
の
比
較
史
的
考
察ｌ』（河出書房新社、一九八八）所収〕参照．
（６）６－．Ｆの己の｝』①ご》ｈ囚ａ怠いａの（》』「ミミヘ、、。ごミミミヘ
ーロ⑫ｌの言、（馬一勺⑨『］、一目・目・］①ご》目・国．ご■。
（７）レベリー自身も二七六～四一一一九年までの公共建築碑文で
異
教
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
年
代
順
の
整
理
を
行
な
っ
て
い
る
が、（。、．＆・》目」》弓・いぶ【｛・）、ここでは彼の整理か
ら皇帝礼拝関連のものは除き、また⑬を追加している。皇
帝礼拝はレペリー自身も述べるように（ご亘・》目・四ｓ‐四
＄
．
）
キ
リ
ス
ト
教
徒
皇
帝
の
下
で
も
異
教
色
を
払
拭
す
る
形
で
存
続
し
て
お
り
、
こ
の
表
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
＆
．
シ・四・二・】・月の》『言ドミミ記・ミ目向》二言葛（Ｉｑｇ》
いく。］の．》○〆ｍｏＲｇ］①①』》ごロ・「つい廟．
（８）の員胃弓言員・めど言へ②（以下●『雪・）》×ヨ・］Ｃ・←・年
代
に
つ
い
て
は
一
一
一
四
六
年
、
三
五
四
年
（
モ
ム
ゼ
ン
）
の
異
説
が
あ
五
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斑
倒
思
朴
瀦
日
十
日
､
、
1111〈
】o篭PAjl｣1Ｐ廷砕偲くＰＩＱｊｏＭ、心、Ｋ・感心ミＫＣや
侭=､ト・ト1、=､RmKln担襲霊亟（鯉鴨や杣幻Ｑ廷１１ⅡF1桐叶
国亟-1111〈１Ｈ+＜唾）ｕ鵜R<（'11111二１１〈貯縮（○・甲一、）
辿起nJ鴇へ/・Ｃｆ.Ａ・ＨＭ・Jones,』.Ｒ・Martindale＆
Ｊ・Morris，丁加PmsoPogγαＰｈｙｏ／／ｈｃＬα/cγＲｏ"?α〃
Ｅ”舵，ＶｏＬ１（ＡＤ、260-395)，Cambridge，１９７１（ゴ
催ＰＬＲＥ)，ｐｐ、879f・（ＴＡＶＲＶＳ３）．
(の）ＰＬＲＥ，ｐｐ､747f・（ＰＲＯＣＶＬＶＳ１１)；Ｍ・Overbeck，
Ｕ"'cγs"c/izｨ"9F〃ｚ"、αﾌﾞﾘ,ﾉﾉﾚα"/Sc舵〃Ｓｃ"α/Sadeﾉﾉ〃ｄ”
Ｓ｣､｡「/α"ﾉﾉﾙe，Kallmiinz，1973,ｐｐ､24f・；３９f・
(宮）ＰＬＲＥ，Ｐ３1．
(目）/6/d､,ｐ､3５（ＡＬＢＩＮＶＳ８），ｐｐ９７８ｆ（ＶＯＬＶＳＩＡＮＶＳ
５）；Overbeck，０ヵ．ｃか.，ｐ､40．
（日）胴自任ｊＫｊｊｕ⑥。｡＄ｲﾐ鐘拭再獄遊Ｑ哩三筆鞠ＱＷｲＭＩＬＲ
ｌＪ△,o濃′ｗｅ心40,Ｑｏｍ、=､心Ｋ・トＷ＝､心Ｋ楚トハ
’トヤ･ＭＦトヱ町Ｑ鍬蒋迫ＡｊＪｌ－ｊ景心具’０＜鼻Ｐ穐幻（ＰＬ
ＲＥ，ｐｐ､56ｆ)・投喫」′Ｒ・vonHaehling，ＤｊｅｊＭノー
gzo〃３２３ｲ９２ルヴグノｇﾙeノノｄｃｒハo歴〃Ａ籾/s/γｸﾞｇｅγｄｅｓγｏ‐
〃schc〃Ｒｅﾉc舵SSFノノＣＯ"s/α"ﾉﾉ"ｓ１．Ａﾉﾙﾌﾟ"舵〃Scﾉiα/７
ｂｉｓｚ〃〃Ｅ"ｄｅｄｃγThcodos/α"isc〃〃Ｄｙ〃ａｓ/花，Ｂｏｎｎ，
1978,ｐ､369.Ｑ猯｡1J′⑥旦沮Ⅵ/’０禦靭ト心△自らＫ・
トミ;ＭＫＫｅ鵬輔うklIje睦やくうk'騨冨1J鍬蒋-U室恨乍卜ＱＩｊＪＪ
廷′匙Ｈｕｇ哩壌穐二、restauravit-U△小祠偏Ｑ}HWg箔
晋醤IiLHLiニゴーLI’壁副1P穐幻八Ｇ°
(ロ）ＰＬＲＥ，ｐ325（ＦＡＶＥＮＴＩＮＶＳ１）．
(ゴ）ローレバ＝Ｎ、弓･Ｒｕ梶士'ｏ「l借蒋:塁」Ⅱ１ＭミハＨ１卜
や1ＫくＱＵＩ塩1ＪＯ△)J廷’Ｍ・ＬｅＧｌａｙ，“Everg6tisme
etviereligieusedansｌ'Ａｆｒｉｑｕｅｒｏｍａｉｎ,，，ｉｎ：Ｌ，
Ａ/,/9"ｅ‘α"ｓ/'０cc/dc？?／γｏｗｉ〃（I'，ｓ/､c化α２，．ノ.-Ｃ
－ＩＶ．ｓ/ＭｅＤＰ・ノ.-Ｃ､)，ActesducolloqueRome（３
－５d6cembrel987)，Ｒｏｍｅ，1990．
(日）（１．４）〔splen〕dissimiordinistotiusquepopuli
laboreperfecit，excoluitetdedicauit、ｃｆＬｅｐｅｌｌｅｙ，
”・Ｃｉ/､，Ｔ、Ⅱ，ｐ､85．
(田）△Ｙｓ－浄ＩＪＣ腫灸ｊ'１J具廷笙'''１トー心ＫＣ科く｣J」
}Ｊｅに喪い９０没へ》ｈＱ（０ｶ．Cit.，Ｔ・’１，ｐ542.)｡
(眉）（1Ｌ４ｆｆ)aedem〔Fo〕rtunaeinquarerumuenali／
〔u〕mdiuersar〔ummerci?〕moniafrequentantur，
〔e〕x／…〔ref〕ectisasolo-・Ｃｆ，Lepelley，ｏＰ.c/'.，
Ｔ、１１，ｐｐ・l30f．
(雪）．－〔ValentinianiTheo〕dosietArcadiperpet〔u‐
orumAugustorum〕－－/---ｉｍｏｕ(iro）ｃ(larissimo）
legatoAl〔ｍ〕aeKartha〔ginis〕－－/－－〔collegiaquibus
licetco〕ｉｒｅｅｘｓ(enatus）ｃ(onsulto）quodsup<t>er
incelliscapi〔tolii〕‐--/－isec---iodesiderati--／
－〔pe〕rcu〔r〕rantspatiaquaefuerantvacu〔a〕
－－/－ＯＳ.、MutiliusR.､ui.､sesi-・cfLepelley，ｏＰ．
ｃ〃.，Ｔ・'１，ｐｐ､265ff．
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（四）ごミ・》弓・『》ご・四』①．
（、）］・ロ・の白ヨワ凹巨、一】》《（弓母の司巨ロｇ一○二ｍ○冷肉○日四口目①目‐
己］①の》》》ご《汀言困ミミニミミ殖Ｓ偏旦ミご菖陶ニミミミ》
国・』①．］（〕①『⑭）一己己・訳』Ｉ⑦つ、》の、己．》の匠①．『ご愚ご・
（幻）○つ（呉巨の二一｝のご岸四口巨の（○・ｍ・向・伊・国の）》国》］の．
（理）ｎｍ。ｏ弓蚕》目〆・］①・の．
（配）Ｇ弓岑・）〆ご閂・画」の．
（型）の『ト・》ご閂皀・色９（Ｆの己①］］の『》。、。□『・》目・［『》ご・さ］》ご○・
の）。
（妬）『・ト・』｝岨・》｛「》四》怠「』（Ｐ①己⑦一一①旨ご◎、．ａ『・》目・弓）己．←の四》
己○・四①）。、【・弓・【。（已四ごト図、国）弓ざ己図＆〉』「菖骨へ⑮．
、
同旨この旨竜一．〈｛『忌弓ミミミ、ミ⑮苫。『＆－口』「ご句巳〉』⑮Ｂへ》白い’
甸冒、『『のニニ『ｏｎ』四己『）』①⑪県己．】四画．
（配）【・言・己・己巨□ず四亘厚円岑⑤雲｛冨員８．『罰○三ｓ』】（○『二
』「、計貝の曾旦（図冒『ＳｓＳ殖、ロ、雪ヒロ苫＆、貝、ミミ妬の》○〆‐
さ
＆
》
］
君
Ｐ
な
お
、
同
書
は
筆
者
が
入
手
し
よ
う
と
し
た
時
に
は
既
に
絶
版
に
な
っ
て
お
り
、
ひ
と
え
に
独
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
豆の｛臼冨①亘臼教授の御好意により参照することができ
た。特記して謝意を表したい。
（”）（ご＆・》ご・、ゴロ・四℃．
（躯）ごミ・）己・ロＰ
（羽）ら【・弓・Ｉシ・田のご己の円》（《［日四ｍのの⑦庁ｍＣＱの芯（臣閂っ－｛ごＣ
の】の、］①の）》ご》〕ご函ｏ菖鈎⑮ミベ、ａ、向い思冒、菖弓亘口苫助へのい、「○員電の③②
①量『。、腎苫苫図＆⑯（〉同ミ己（恩（》員へ忌忌亘曇目角閂。－ミヘ｛ヘミヘョへ
ローー、帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
｛『向い討旦⑯ロ、．｝・ＩＣ・）》の耳四のウ○口『ぬ》］＠のい》で己．』］〔｛・》閃・
三色、言巨一一の】〕）の一一菖凰ミミ凶冒困二の記○ミロ営団冒亘『、（』Ｃ
閂○○－亀Ｃｓ》ｚ①三国四ぐ①口四ロユ田○二□○己》］①の』）で。「、．
（帥）肉・出国皀○巨己①》《《門のご囚、四日の日①己亘一○の○℃ごｃ口のこの｝雪
菖の（。。『畳の日巨皀ご己巴の）ご言ト》』ゴミへ⑯曼冒｛》。？
９号ミさミミ惠〔註（ｕ）〕・
（皿）ざミ・》ご・『Ｐ
（犯）ご亘・》己己・目｛．ただし、延引８『Ｃゴロ・貝の湾、（て『身
竺司へ：幻だけを取り出したエピクテトス『要録』四○から
の
引
用
は
、
思
想
を
辿
る
う
え
で
の
引
用
と
し
て
は
不
適
切
と
思
わ
れる。
（羽）急迂・〕で．『②．
（弧）ご量・》己。①、．
（弱）国四口◎巨口の）。、。ａ『・》ごロ・の⑪ｌ①Ｐ
（鋼）たとえば三・の］己巨冒』①（＆ぐの＃の己巨ぐ四一》《旬目印の①印
す四ｍ］｝］皀巨①の（の斤開餌ロメ禺己四門（『【）》Ｐロ①］二巨の《す四画■］の己（、
四四口、の、》・》シヰ亘巨の》ご弓急へロ言困図皀⑮｛）同８｛⑯、冒菖（己馬
少号記Ｃ三目』ミミミな》鷺（］①目）・〕》ごっ・ｓｍｌ『」ｃ・は、後
陣・身廊と思われる構造を持つことから、従来「教会」と
考
え
ら
れ
て
き
た
五
世
紀
北
ア
フ
リ
カ
の
一
群
の
「
水
飼
槽
」
付
き
建
築
物
に
つ
い
て
、
「
水
飼
槽
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
諸
説
（
洗
礼
堂、元厩舎等）を検討したのち、「水飼槽」の形態・配置や
建築物全体の構造から、これらは「教会」などではなく、
現
金
・
食
料
施
与
の
た
め
の
建
物
で
あ
っ
た
と
推
定
し
、
従
来
は
聖
七
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人の名に言及しているものとして復原されていた遺構内の
碑文の読承も、その観点から解釈し直している。
（町）円》』苫苫時吋貸殖目、ご台へ、》］＠＄へ『Ｐ⑦ヨ・口・円の己の一一の『・
Ｃｓ・ａ『．ご目・閂ご己・誤つ・
（銘）⑪（回向①［□○ｍ）□（の一）の（ｇｐＨ日）．Ｃ『旧》ご弓》］①患
（円のつ①一一の『・Ｃｓ・ａ（・・目・弓》己・旨ＰｐＣ・］］）・
（羽）三・田のｍ一旦》ｍミミミ』］守『（ミ苫．ござミヨ§量石口己の》
目・】函］雷】》目・困叩】①霊一国の冒吻ミミミ出「亙ら＆芝・
重量＆、⑤》甸四１ｍ．】（由⑦。
（伽）ごミ・》ござミミ、ミ・弓・弓）ご己・哩念・）亜ミ・尋、〕己・］Ｅ・
（似）ごミ・・重ミミ恩・ロロ・】三庫・
（⑫）シ口煩・・向ご・・］、、》四．旨（四一七年）・その他に⑦ミミロ
の口重＆、ミコヘミロ目）四ｍ。②函・
（蝿）６－．門の己⑦一一の『・負ごｓ、茎、いの芹ｇ『ｎＣｐｎの一一一○国⑩函一の⑫ｑの『ロ】‐
の『ぬ叩：『罵一８の宮口日＆ｐｍＱ①｝》シヰ亘巨の囚員ご口の．》》
』ミミミはいＳ守『同ミミ②マメぐ（］①ご）七℃・回⑦】’四コ．なお、こ
の
よ
う
な
「
自
発
的
殉
教
」
も
含
め
た
キ
ル
ク
ム
ヶ
リ
オ
ー
ネ
ス
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
民
衆
運
動
ｌ
キ
ル
ク
ム
ヶ
リ
オ
ー
ネ
ス
に
つ
い
て
ｌ
」
『
歴
史
評
論』四○三（一九八一一一・一一）、五八’七一一頁、およびシ・
の。（。｝］・罠⑦コミヘミ目｛｛『○弓園、弓豈の『□①○一○ｍ冒すの三口□日丘の］『
シの芹］ぐ三の叩・》》］貝、ミミ的〔『ＤＣミさへロ員切ニミミ電ミ「§
冒邑ミミミご》目。【『。．］①患・を参照されたい。
（“）の弓岑・×ご閂・二・局。
法
政
史
学
第
四
十
四
号
（妬）少巨、．》ｏご・ロミ・】の．詮・
（妬）シロ、．》同、．》弓。←・
（灯）シ巨囚・》同、．》困膜四・
（蛆）シロ叩〉向、・・二・
（⑬）の弓岑・）×ご曰・皀・】『・
（帥）の弓岑・）浅く『・二・罠・
（皿）ｎ．二口己①『〉ｎｓ一旦一ｓ』「ユ句国、ロ・凹畠－国．、いい》の。【ご臣ｍ
Ｃ－】ユ⑫（旨ロ○吋口日四ｍＰ］①ヨーマ己己・］①⑦過つ、。＆・西・●ず四△’
三一ｎ戸ロミン巨胴口の芹どの○二勺四ｍ四口の四口ｇｎケ国のご凹口の函用の‐
｛｜のｎｐｏｐの。ｐ宛の一一ｍ一○巨の四二□の。ｎ国｝Ｏ云四□ぬのマママーロ叩｛｛爵‐
｛○こつのＣａ、ごミミの三へ月岑目・向い廷口吻冒岑Ｓ『ミヘ、。．「
。ｇ、苫の｝ミョミ句秀①Ｑ・ワョロ・因①巴①、四口□の．国①⑩（》
、四日す『昼、の》］①のＰ己．］囚．（三○三白四国．ｎ百口Ｑ言］、穴》串｛、‐
『図ゼロ電旦○コ｝一員Ｃ浅」ミニ⑯同ミごｏ一一ミニ』．ご四国。『ｐＢ
Ｃの．四一堺円○口』○口）】①①］・）
（皿）のｓｓ・）×ご目・］つ．ご・
（田）シロ、．》向Ｃ・）巴・函・
（別）Ｃ巨○Ｑごロ一己のロの》□、、、ミミ閏ごミヨヘ吻貝Ｃ、§且「ａご’
ミー壁助Ｃｓ（の。■『、のい、豈吊口①ロロの、］三・］冨亨①・・ワご
用・国【囚ロロ）マヨ房』』・
（閲）団Ｒ四色目の６．ご】・己．『四・口．〕》シ・三國ロロ。巨函の》、§８，
℃○ｍ、ロ、竜、句岑忌『『、弓詠、ｓへ》白い－，冒己弓、》『・昂』「『旨量、
（四○四１ｍいい）・勺四円】の》］浅いで．①合（Ｃご○□ごく円目①向くの、）・
（師）シ・四・三・］○口のの）量目声①の○の旨｝国四の穴、『ｏローｇｏ【（ずの
＝
一
八
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〔付記〕本稿は、一九八九年度法政大学特別研究助成金および
一九九一年度文部省科学研究費補助金に基づく成果の一部
である。
（冊）マクマレンｊも引いているが（、信回員助ミミニ、記○三§
向言亘恩・Ｚの三国画くの自四ｐｇＰｏｐｑＣＰ］①、］・己．］四一）、「ロ
ーマ帝政後期を扱う教会史家たちは常に異教の終焉を当然
視するという危険に身を置いている」というブラウンの警
告を忘れてはなるまい（《《の（・シロｍｐｍごロ①》のシヰ岸己①８
用①］一四○口のｎｏの局ＱｏＰご｛宛の】①⑦一・口○コご剪冗二《ｍ｛ミヘ
ロ電巨切Ｃａ、ごミニゐ匹飼、○『のミミ四『へ困国へミヨら》円Ｃｐ９ｏｐ）
］①『単己・国①、．）。
の芹【色、、｝⑦ワ①フご①のロ勺四ｍｍロ』の日色目９○ｓ【一ｍ三四口岸皀ご》〕】ロ亜
弓
言
の
冒
迪
ミ
盲
§
、
§
、
侭
§
目
白
ロ
員
Ｃ
ミ
ミ
ご
量
ご
ミ
ニ⑮、◎量亘吝の、ミ量こ》の□．すぐシ・二日己ｍ一国ロ。》○×‐
｛。『ユ》』①①四・
（訂）【・三四円戸口の》『ｓ③同苫＆。「』苫このミＣｓミミ旨ミこつｏ四日‐
ウ己呂①．】①①Ｐなど、彼の問題提起を受けての研究Ｊも輩出
ローマ帝国の「キリスト教化」をめぐって（後藤）
し
て
い
る
。
九
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